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【Extended Abstract】 
 

1.従来の素材と製作時の比較を行う 

優れたスプリント（簡易装具）は、困難を抱える障害当事者の自立度を高め、豊かに暮らす為の手段となり得る。本研究では、

3D プリンティングによって作業療法士にスプリント形状の製作を試みてもらい、従来のものとの比較検証を行なった。フィラメント

には特定の温度に達すると色が変化し、軟化する感温性素材を用いた。 

図１.３D プリンタを用いた方法と従来の方法との比較プロセス 

 

デザインとフィッティングは従来と同様の方法を採用した。フィッティング前の形状製作に用いる素材と方法を、それぞれ「感

音性フィラメントを用い、３D プリントする」「アクアプラストを用い、加温しながらハサミでカットする」とし、比較検証を行った。 

1. 結論 

スプリントの要件である 8 項目を比較し、3D プリンティングで製作されたスプリント形状が、従来のものよりも製作とフィッティン

グの全てにおいて優位であるという結果を得た。さらに 4 つの補助項目においても、優位な結果であった。従来の素材に比べ

て安価であり、今後は 3D プリンタ活用のメリットである「再現性があること」「充填率や厚みの調整により、柔軟性や通気性の調

整が容易であること」が活かされ、よりニーズに合った補助具が容易に提供できることが予想される。選択肢が幅広く、調整がし

やすいことから、セラピストとクライエントのコミュニケーションの総量が増え、より満足度の高いケアに結びつく可能性がある。

「固定性と保護」から「固定性がほとんどなく、保護のみ」の間のグラデーションの機能を持つことができるこの補助具は、その定

義や名称とともに要件も見直されるべきであろう。今回、要件として、「再現性」「必要な固定性と柔軟性」「必要な通気性」の追

加を提案したい。 
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